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○市役所業務・各施設など

※塩原公民館および塩原文化会館は来年３月３１日�まで臨時休館。

○保養・健康福祉施設

○火葬場○し尿処理

○道の駅

◆問い合わせ 那須地区広域行政事務組合 �０２８７（６５）３６１１

�（０２８７）
秘書課広報広聴係 （６２）７１０９

※出生届や死亡届など、戸籍関係の届出は休業期間中でも日直で受け付けます。

本庁（黒磯）市民課市民係 （６２）７１３２

各公民館または生涯学習課 （３７）５３６４

（３６）０９４９

（６３）１３５１

（６４）１３４３

（３５）４３７０

（６３）３２１９

（３６）８５３１

（２４）０８８０

（６３）９０３１

（３６）６００１

（３５）２００６

※各図書館とも図書の返却は返却ポストへ。CD・ビデオ・DVDは壊れるおそれがあるので返却ポストに入れないで
ください。

くろいそ運動場 （６０）１１１３

にしなすの運動公園 （３６）４７８５

三島体育センター （３６）４７８７

塩原B＆G海洋センター （３２）５２５５

休業期間

１２月２９日�～１月３日�

１２月３１日�～１月３日�

１２月２８日�～１月４日�

１２月２９日�～１月３日�

１２月２８日�～１月４日�

１２月２９日�～１月３日�

１２月２８日�～１月４日�

１２月２８日�～１月４日�

施 設 名

市役所業務

自動交付機

各地区公民館

那須野が原博物館

黒磯郷土館

日新の館

関谷郷土資料館

黒磯文化会館

三島ホール

那須野が原ハーモニーホール

黒磯図書館

西那須野図書館

塩原図書館

くろいそ運動場、東那須産業団地テニスコート、
那珂川河畔運動公園

にしなすの運動公園（プールのみ１２月２５日�～
１月４日�の間休館）
三島体育センター

塩原運動公園、関谷南公園、塩原B＆G海洋セ
ンター

公
民
館
な
ど

ホ
ー
ル

図

書

館

体
育
施
設

�（０２８７）
（６９）０２３２

（３８）１３５５

（３２）３１０１

	施設振興公
社塩原事業所
（３２）３０３３

（３２）５２１６

注意事項

板室自然遊学センターも左記の期間は休館

巡回バス：１２月２８日�～１月４日�は運休
年末年始も通常営業（毎週木曜休館のため１２月２８日と１月４日は休み）

１月１日�・２日
の営業は正午～午後６時
（午後５時３０分入館締切）、１月３日�は通常営業
年内は通常営業

休業期間

１２月３１日�～１月２日

１２月３０日�～１月２日


１２月２９日�～３１日�、
１月４日�・５日�
１月１日�～３日�
１２月２８日�～１月４日�

施 設 名

板室健康のゆグリーングリーン

長寿の湯（健康長寿センター内）

湯っ歩の里

塩原温泉華の湯

遊湯センター

ゆっくりセンター

取扱業者

�新井衛生社 �０２８７（６２）１７５３
�アイワ �０２８７（３６）１０９０
協業組合環境整美公社 �０２８７（２３）３２３１
�那須清掃サービス �０２８７（７４）０５１６
�高安産業 �０２８７（２２）３３７８
�ポートワン �０２８７（６２）１４５５
宇都宮文化センター� �０２８（６３３）６１７１
※宇都宮文化センター�は塩原地区のみ。

休業期間

１２月２９日�～

１月３日�

年末年始は
大変混雑す
るので早め
に連絡を。

�（０２８７）
本庁（黒磯）環境課（６２）７１４２

大田原市役所（２３）１１１１

休業期間

１２月２９日�、
１月１日�・
２日
・４日�

施設名

那須聖苑

大田原市
火葬場

�（０２８７）

（６３）０３９９

（３５）４４０１

休業期間

１月１日�～３日�
１２月２９日�～１月３日�
１２月３０日�～１月２日


施設名

明治の森・黒磯
旧青木家那須別邸

アグリパル塩原

年末年始業務一覧

２
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○水道当番指定工事業者

○休日当番医

西那須野・塩原地区
【昼間】診療時間：午前９時～午後５時

黒 磯 地 区
【昼間】診療時間：午前９時～午後５時

【夜間】診療時間：午後６時３０分～９時３０分【夜間】診療時間：午後７時～１０時

○市営バス○歯科休日当番医

診療時間：午前９時～正午

ごみの収集は、黒磯・西那須野・塩原の地
区ごとに回覧でお知らせします。

○消費生活センター

◆休業期間 １２月２９日�～１月３日�
◆問い合わせ 消費生活センター �０２８７（６３）７９００

塩原地区

�（０２８７）

（３５）２７１０

（３７）８１６０

（３５）２９３２

（３５）２７１０

（３７）８１６０

（３５）２９３２

鳥野目浄水場 �０２８７（６２）０２２９

指定工事業者

�森設備

�渡辺汽罐工業

�薄井設備

�森設備

�渡辺汽罐工業

�薄井設備

西那須野地区

�（０２８７）

（３６）０２７８

（３６）０３４１

（３６）１６８６

（３６）５３２０

（３６）０９４４

（３６）０１７９

千本松浄水場 �０２８７（３６）３１４５

指定工事業者

中里工業�

那須設備�

�君島設備

�相馬設備

�伸和設備工業

�小出熱機工業

黒磯地区

�（０２８７）
（６２）３６７９
（６２）１６８９
（６２）１０５１

（６３）２６００
（６２）３３２４
（６３）８６２０

（６５）１１５７
（６２）１２３１
（６２）２８２４

（６５）０２０５
（６４）２３０７
（６２）０８２１

（６５）２３２１
（６２）３５６５
（６８）０９４８

（６２）０２５８
（６５）４４１１
（６２）３６７９

鳥野目浄水場 �０２８７（６２）０２２９

指定工事業者

�新成設備
�渡辺管工設備
�薄井産業
�エム・アイ設備コンサルタント
秀和建設�設備部
�エルコア
�相馬機械設備工業
近代設備工業�
�北英工業
�磯設備工業
�小畑工業社
九峰工業�
�佐藤設備
�東日本設備工業
�藤原設備
�田代総合管工
関東設備工業�
�新成設備

期 日

１２月２９日�

１２月３０日�

１２月３１日�

１月１日	

１月２日


１月３日�

夜 間

�（０２８７）
（７２）０２３０

（７５）００３０

（６２）０７３３

医療機関（所在地）

塚原医院（那須町）

河島医院（那須町）

菅間記念病院（大黒町）

期 日

１２月２９日�
１２月３０日�
１２月３１日�
１月１日	
１月２日

１月３日�

�（０２８７）
（３６）８２１１

（３６）０１４７

（３６）６２３１

（３６）０２０３

（３４）０６７８

医療機関（所在地）

図南診療所（東三島）

佐藤医院（西栄町）

石塚産婦人科（三島）

小関整形外科（扇町）

きくち内科クリニック（下田野）

期 日

１２月２９日�
１２月３０日�
１２月３１日�
１月１日	
１月２日

１月３日�

�（０２８７）
（６３）５９１９

（６４）２５２５

（６４）２１７１

（６０）１４１４

（６４）３１１１

医療機関（所在地）

松本歯科医院（黒磯七区）

清水歯科医院（鍋掛豊浦）

磯歯科医院（高砂町）

坂元クリニック（中央町）

水谷歯科医院（共墾社）

期 日

１２月２９日�
１２月３０日�
１２月３１日�
１月２日

１月３日�
１月４日�

（６３）１１００
黒磯那須地区休日急患診療所
（黒磯保健センター内）

１２月２９日�
～１月３日� （２３）６５００

大田原市休日急患診療所
（大田原市保健センター内）

１２月２９日�
～１月３日�

�（０２８７）
本庁（黒磯）
生活課交通
防犯係
（６２）７１２７

塩原支所生
活環境課生
活係
（３２）２９３９

休業期間

１月１日	
～３日�

年末年始も運
行します

１２月２９日�
～１月３日�

路 線 名

湯宮線
鍋掛線

塩原・上三依線
温泉街循環バス線

関谷・宇都野線
関谷・下大貫線

黒

磯

塩

原

�年 �末 �年 �始 �業 �務 �一 �覧
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税制改革シリーズ
part３

来
年
度
（
平
成
１９
年
度
）
か
ら
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
住
民
税
や
所
得
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
報
な
す
し
お
ば
ら
で
は
、
１１
月
５
日
号
か
ら
今
号
（
１２
月
５
日
号
）
ま
で
の
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
の
税
制
改
正
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１

国
か
ら
地
方
に
３
兆
円
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

２

住
民
税
は
来
年
６
月
か
ら
、
所
得
税
は
来
年
１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

３

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、
１０
％
に
統
一
さ
れ
ま
す（
均
等
割
４
０
０
０
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
所
得
税
の
税
率
も
改
正
さ
れ
ま
す
。

４

た
だ
し
、
住
民
税
が
増
え
て
も
、
所
得
税
が
減
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

５

住
民
税
か
ら
人
的
控
除
額
の
差
（
調
整
控
除
）
を
差
し
引
き
ま
す
。

最
終
回
と
な
る
今
号
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
改
正
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１．
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）
を
受
け
て
い
る
人
の
税
負

担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
住
民
税
額
を
減
額
し
ま
す

Ｑ
１
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
っ
て

何
？

Ａ
１
多
く
の
人
は
、
住
宅
を
新

築
あ
る
い
は
増
改
築
す
る
と
き
に
、

金
融
機
関
な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と
は
、
こ
の

住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
に
よ
っ
て
所

得
税
を
安
く
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン

を
返
済
し
て
い
る
人
の
税
負
担
を

軽
く
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

Ｑ
２
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い

っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

Ａ
２
そ
も
そ
も
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
は
所
得
税
の
み
を
安
く
す
る

制
度
で
す
。
今
回
の
税
制
改
正
で

は
、
多
く
の
人
が
所
得
税
が
安
く

な
り
そ
の
分
住
民
税
が
増
え
る
た

め
、『
税
制
改
正
で
１９
年
分
の
所

得
税
が
安
く
な
っ
た
』
↓
『
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
で
所
得
税
か
ら
税
額

を
引
き
き
れ
た
は
ず
な
の
に
、
所

得
税
が
安
く
な
っ
た
た
め
に
税
額

が
引
き
き
れ
な
か
っ
た
』
↓
『
住

民
税
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
が
な
い
』↓『
納
税
額
が
高
く

な
る
』
と
い
う
人
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
税
源
移
譲
の
前
後

で
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

所
得
税
で
引
き
き
れ
な
か
っ
た
分

を
平
成
２０
年
度
以
降
の
住
民
税
か

ら
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

国
か
ら
地
方
へ

平
成
１９
年
度
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て

あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

２．
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
、現
在
の
損
害

保
険
料
控
除
よ
り
も
控
除
額
が
大
き
く
な
り
ま
す

地
震
災
害
に
よ
る
損
失

の
備
え
に
対
し
、
地
震
保

険
へ
の
加
入
を
促
進
す
る

た
め「
地
震
保
険
料
控
除
」

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

「
地
震
保
険
料
控
除
」は
、

損
害
保
険
料
控
除
に
代
わ

り
、
地
震
保
険
料
控
除
相

当
分
を
総
所
得
金
額
か
ら

控
除
し
ま
す
。

地震保険料控除の概要

●最高控除額が引き上げられま
す。

・所得税 １万５千円→５万円
・住民税 １万円→２万５千円

●経過措置として、今年の１２月
３１日までに「長期損害保険契
約」を締結している場合は、
引き続き、損害保険料控除と
して、地震保険料控除と併せ
て適用できます。

◆
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係

�
０
２
８
７
（
６２
）
７
１
２
１

西
那
須
野
支
所
税
務
課
市
民
税
係

�
０
２
８
７
（
３７
）
５
１
０
１

塩
原
支
所
税
務
課
税
務
係

�
０
２
８
７
（
３２
）
２
９
１
０

主な改正点

４



地震保険料控除のイメージ 

所得税 

住民税 

支払った地震保険料相当分の金額 

地震保険等 

長期損害 
保険等 

地震保険等 

長期損害 
保険等 

地震保険等を 
含む 

合
わ
せ
て
最
高
５
万
円 

合
わ
せ
て
最
高
２
万
５
千
円 

平成19年度まで 平成20年度から （経過措置） 

最高5万円 
3万5千円 

最高 
1万5千円 

1万5千円 

最高 
1万5千円 

最高 
2万5千円 

最高1万円 最高1万円 

地震保険等を 
含む 

支払った地震保険料相当分の金額の1/2

税源移譲前 

税源移譲の実施 

税源移譲後 

所得税から住宅ローン 
控除額が全額差し引か 
れています 

所得税から住宅ローン控除額を引くと 
9万円余ってしまうので、余った9万円 
分を住民税から差し引きます 

所
得
税
額
（
18
万
円
） 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
（
18
万
円
） 

税
源
移
譲
に
よ
る 

減
税
額（
9
万
円
） 

所
得
税
額 

（
9
万
円
） 

住
民
税
で
減
額 

す
る
分（
9
万
円
） 
住
宅
ロ
ー
ン
控
除 

額（
9
万
円
） 

税源移譲後でも、住宅ロ 
ーン控除額は、全額差し 
引かれます 

Ｑ
３
対
象
に
な
る
人
は
？

Ａ
３
平
成
１１
年
１
月
１
日
か
ら

今
年
の
１２
月
３１
日
ま
で
に
、
住
宅

に
入
居
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
（
今
年

入
居
し
た
人
は
、
来
年
の
確
定
申

告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

Ｑ
４
住
民
税
を
安
く
す
る
に

は
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
な

の
？

Ａ
４
何
も
手
続
き
を
し
な
い
と
、

住
民
税
は
安
く
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
を
安
く
す
る
に
は
、
安

く
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
１
月
１

日
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
、

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
後
日

「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

例：住宅ローン控除の余った分を住民税から差し引く場合
（Ａさんの場合）
・入居した年：平成１８年
・平成１９年１２月３１日現在の住宅ローン残高：１８００万円
・平成１９年所得税から引ける住宅ローン控除額：１８００万円×１％＝１８万円
・平成１９年分所得税額（住宅ローン控除前）：９万円 ・平成２０年度住民税額：２０万９千円
税源移譲がなかったとすると、税額は所得税（住宅ローン控除前）が１８万円、住民税が
１１万９千円です

�所得税額（住宅ローン控除額を差し引きます）
所得税９万円－住宅ローン控除額１８万円＝０円（余った額９万円）

�住民税額（住宅ローン控除額の余った９万円分を差し引きます）
税源移譲で所得税が安くなった（１８万円→９万円）ために、所得税から住宅ローン

控除額が引ききれず９万円が余ってしまいました。
そこで、所得税と住民税の合計額を税源移譲前と同じにするため、次の年（今回の

例では平成２０年度）の住民税から、余った額９万円を差し引きます。
住民税２０万９千円－余った額９万円＝１１万９千円

■
地
震
保
険
と
は

地
震
保
険
は
、
地
震
等
を
原
因

と
す
る
火
災
な
ど
に
よ
る
損
害
を

補
償
す
る
保
険
で
す
。
居
住
用
建

物
や
そ
の
建
物
内
の
家
財
を
対
象

と
す
る
火
災
保
険
に
加
入
す
る
と

き
に
合
わ
せ
て
申
し
込
む
制
度
に

な
っ
て
い
て
、
地
震
保
険
単
独
で

の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
地
震
保
険
料
と
は

地
震
保
険
契
約
に
係
る
地
震
等

相
当
部
分
の
保
険
料
ま
た
は
掛
金

の
こ
と
で
す
。

■
長
期
損
害
保
険
と
は

保
険
期
間
が
十
年
以
上
で
、
満

期
返
戻
金
の
支
払
い
が
あ
る
も
の

で
す
。

�
�
�

�
�
�

５



市市市市市市市市市
ののののののののの
発発発発発発発発発
展展展展展展展展展
ににににににににに
尽尽尽尽尽尽尽尽尽
くくくくくくくくく
さささささささささ
れれれれれれれれれ
たたたたたたたたた

皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささ
んんんんんんんんん
ををををををををを
表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰

市
勢
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
平
成
１８

年
度
那
須
塩
原
市
表
彰
式
」
が
１１

月
２
日
�
、
三
島
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
六
十
二
人
の
功
労
者

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

松
本

喜
一
（
上
中
野
）

室
井

誠
男
（
下
田
野
）

室
井

正
嘉
（
中
内
）

岩
本

久
司
（
上
塩
原
）

臼
井

英
（
上
大
貫
）

島
田

利
男
（
塩
原
）

渡
辺

昇
（
井
口
）

大
塩

直
文
（
南
町
）

石
塚

孝
夫
（
三
島
２
丁
目
）

佐
藤

嗣
人
（
西
栄
町
）

鈴
木

潤
（
下
永
田
３
丁
目
）

阿
久
津

滋
夫
（
三
島
５
丁
目
）

須
藤

國
雄
（
東
三
島
３
丁
目
）

大
原

栄
（
東
三
島
３
丁
目
）

大
原

麗
（
東
三
島
３
丁
目
）

小
沼

一
郎
（
西
朝
日
町
）

鮎
瀬

征
夫
（
新
南
）

井
上

純
一
郎
（
扇
町
）

小
沼

洋
一
（
西
大
和
）

中
江

千
万
紀
（
永
田
町
）

五
味
渕

洋
子
（
永
田
町
）

小
瀧

正
人
（
永
田
町
）

増
渕

正
彦
（
関
谷
）

渋
井

公
滋
（
西
幸
町
）

生
駒

光
宏
（
太
夫
塚
１
丁
目
）

謝

明
樹
（
三
島
２
丁
目
）

渡
辺

純
一
（
西
三
島
２
丁
目
）

�
野

洋
夫
（
東
三
島
２
丁
目
）

渡
部

和
彦
（
大
原
間
）

保
健
・
衛
生
・
環
境
功
労

湯
沢

タ
イ
子
（
新
緑
町
）

消
防
・
水
防
・
防
犯
・

交
通
安
全
功
労

江
連

収
満
（
高
阿
津
）

君
島

直
（
戸
田
）

郡
司

和
夫
（
蟇
沼
）

熊
久
保

栄
治
（
上
横
林
）

小
寺

博
美
（
上
塩
原
）

君
島

孝
男
（
中
塩
原
）

伊
藤

英
男
（
横
林
）

印
南

富
士
夫
（
高
阿
津
）

小
林

誠
一
郎
（
高
阿
津
）

高
橋

邦
也
（
塩
原
）

磯

晴
夫
（
塩
原
）

田
代

茂
樹
（
塩
原
）

坂
内

俊
之
（
塩
原
）

小
林

將
宏
（
塩
原
）

渡
邉

美
徳
（
塩
原
）

佐
藤

男
（
湯
本
塩
原
）

渡
邉

数
博
（
湯
本
塩
原
）

印
南

輝
重
（
高
阿
津
）

郡
司

幸
雄
（
蟇
沼
）

小
出

幸
一
（
接
骨
木
）

渡
邊

民
生
（
塩
原
）

印
南

孝
平
（
高
阿
津
）

君
島

建
二
（
塩
原
）

藤
田

季
一
（
関
谷
）

大
島

馨
（
塩
原
）

君
島

智
明
（
塩
原
）

相
馬

文
男
（
関
谷
）

織
田

芳
浩
（
折
戸
）

印
南

義
明
（
高
阿
津
）

君
島

一
則
（
塩
原
）

教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
功
労

酒
井

芳
男
（
豊
浦
）

金
品
の
寄
附
功
労

匿
名

◆
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
秘
書
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
８

受賞者を代表して、謝辞を述べる
渡部氏

６



中央通り 

西那須野 
支所 

要町通り 

あたご町通り 

もみじ通り 

国道４号 

工事箇所 

至
宇
都
宮 

至
白
河 

桜
通
り 

駅
前
通
り 

五
軒
町
通
り 国

道
400
号 

平和館通り 

西那須野駅 

パブリックコメント（市民からの意見募集）実施

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画 に意見をお聞かせください

市では、那須塩原市地域福祉計画・那須塩原市障害者計画・那須塩原市障害福祉計画の策定を進めています。
それぞれの計画骨子（案）について皆さんの意見を聞かせてください。いただいた意見は、これに対する市の考え
とともに整理して公表します。ただし個々の意見に直接回答は行いませんので了承願います。
地域福祉計画とは ‥‥誰もが住み慣れた地域で、支え合いにより安心して豊かな生活を送るために、地域社会

全体で支え合う仕組みづくりを推進するための計画です。
障害者計画とは ‥‥障害者のための施策の基本となる計画です。障害を持つ人に医療、教育、福祉などのあ

らゆる分野のサービスを効率よく提供できる体系を整備することを目的とします。
障害福祉計画とは ‥‥障害者計画に定める項目のうち、障害者への福祉サービス分野について具体的な数値目

標などを定める計画です。
◆募集期間 １２月１１日�～来年１月１０日�
◆提出先 本庁（黒磯）社会福祉課社会福祉係

・郵送 〒３２５－８５０１ 共墾社１０８－２ 社会福祉課あて
・ＦＡＸ ０２８７（６３）８９１１
・Ｅメール k－shakaifukushi@city.nasushiobara.lg.jp

◆提出方法 郵送またはＦＡＸ：本庁（黒磯）社会福祉課および各支所福祉課の窓口に備え付けの用紙に氏名、住
所、意見を記入し、上記提出先へ（郵便は１月１０日�必着）

Ｅメール：タイトルを上記各計画骨子（案）への意見と明記し、氏名、住所、意見を記入し、上記メ
ールアドレスへ（添付ファイルの場合はワード形式としてください）

※氏名、住所は必ず記入してください。※電話による意見の受け付けは行いません。
※個人情報は公表しません。また、目的以外にも使用しません。
※提出された書面は返却できません。
※用紙は市のホームページからもダウンロードできます。

◆閲覧場所 本庁（黒磯）社会福祉課、各支所福祉課、市ホームページ（http : //www.city.nasushiobara.lg.jp）
◆問い合わせ 本庁（黒磯）社会福祉課社会福祉係 �０２８７（６２）７１３５

西那須野支所福祉課社会福祉係 �０２８７（３７）６２３１
塩原支所福祉課福祉係 �０２８７（３２）２９１２

街
路
灯
工
事
に
よ
る

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

西
那
須
野
駅
周
辺
地
区
の
県
道
お

よ
び
市
道
で
、
街
路
灯
の
建
て
替
え

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

関
係
道
路
で
は
交
通
が
規
制
さ
れ

ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間

来
年
３
月
ご
ろ
ま
で

◆
工
事
場
所

下
図
の
と
お
り

◆
交
通
規
制

片
側
交
互
通
行

◆
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
街
路
灯
維
持
組
合

（
事
務
局
・
西
那
須
野
商
工
会
内
）

�
０
２
８
７（
３６
）０
６
９
７

農林水産大臣感謝状の
伝達式が行われました

１０月１９日の「統計の日」に、宇都宮市『アピ
ア』で、農政推進に大きな功績があったとして、
農林水産大臣から次の皆さんに感謝状が授与さ
れました。
【永年協力者】
協力業務名 農業経営統計調査
・永山 恵一氏（東関根） 協力年数 ５年
・高塩 久 氏（蟇 沼） 協力年数 ５年
・熊倉 憲男氏（遅野沢） 協力年数 １５年
・室井 洸一氏（関 谷） 協力年数 ２０年
◆問い合わせ
農林水産省関東農政局栃木農政事務所
那須塩原統計・情報センター
�０２８７（３６）１１４５

７



おお ぬき

大貫小学校

学
校
紹
介

本
校
は
、「
高
貫
舎
」
と
し
て

明
治
７
年
に
創
立
し
ま
し
た
。

明
治
１９
年
、
上
大
貫
尋
常
小
学

校
と
改
称
し
、
そ
の
後
、
昭
和
２２

年
に
大
貫
小
学
校
と
な
り
、
今
年

で
創
立
百
三
十
二
年
に
な
る
歴
史

の
あ
る
学
校
で
す
。

平
成
元
年
に
は
、
現
在
の
校
舎

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
で
は
珍
し
い
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
明
る
い
校
舎
で

す
。
屋
根
は
大
空
の
「
青
」
で
塗

ら
れ
、
白
い
壁
と
の
調
和
が
美
し

い
学
校
で
す
。

年
二
回
の
奉
仕
作
業
に
は
多
く

の
保
護
者
が
参
加
し
、
草
刈
り
や

剪
定
な
ど
を
快
く
や
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

花
壇
に
は
、
四
季
折
々
の
花
が

咲
き
ま
す
。
学
校
を
愛
す
る
み
ん

な
の
心
の
表
れ
が
、
大
貫
小
学
校

を
き
れ
い
な
学
校
に
し
て
い
て
、

そ
れ
が
本
校
の
自
慢
の
一
つ
で
す
。

大
貫
地
区
に
は
、「
ら
く
り
ん

座
」
の
道
場
が
あ
り
ま
す
。

ら
く
り
ん
座
の
方
々
に
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
行
っ
て
い

る
劇
や
、
国
語
の
音
読
や
群
読
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
道
場
に
出
か
け

て
い
き
、
劇
団
の
皆
さ
ん
が
練
習

し
て
い
る
稽
古
場
で
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

劇
や
群
読
を
作
り
上
げ
る
こ
と

を
通
し
て
、
言
葉
の
抑
揚
、
か
ら

だ
の
動
き
な
ど
で
心
を
表
現
で
き

る
楽
し
さ
や
、
一
人
一
人
の
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

取
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
し
、

■所在地 上大貫２０７７―２
■創 立 明治７年４月２２日
■校 長 渡邉 すみ子
■児童数 ５０人
■教育目標
「明るく さとく たくま
しく」を校訓とする。
１ 心豊かな子
２ よく考える子
３ 進んでからだをきたえ
る子

�

学

校

じ
ま
ん

８



市が採用する小・中学校の
教師を募集
市教育委員会では、市内の小・中学校で働く教
師を募集します。
◆対 象 ２０～５０歳で教員免許を持つ人
◆募集人数 １５人程度
◆雇用期間
平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日
◆勤務時間
・午前８時～午後５時（休憩６０分）の８時間
・午前８時～午後５時の内、６時間（休憩４５分）
◆勤務場所 市内の小・中学校
◆仕事内容
・教科指導
・児童生徒の個別指導と学級支援
・不登校生徒の対応
・校長の指示する事項
◆月平均勤務日数 ２０日間（週５日）
◆賃 金
・８時間勤務：月額１９５，０００円
・６時間勤務：時給１，５００円
◆諸手当
・勤務先まで片道２キロメートル以上の場合、通
勤賃金を支給
・８時間勤務者は、特別賃金（ボーナス）を最大２
カ月分支給
◆申込期限 平成１９年１月３１日�

（３月中旬に決定予定）
◆申し込み・問い合わせ
教育総務課総務係 �０２８７（３７）５２３１

■臨時保健師募集
◆対 象 保健師の資格を持つ人
◆募集人数 １人
◆雇用開始日 平成１９年１月２９日�
◆勤務時間 午前８時３０分～午後５時１５分
◆賃 金 日給８，１００円
◆申し込み・問い合わせ
西那須野保健センター �０２８７（３８）１３５６

■平成１９年度「国有林モニター」募集
◆対 象 ２０歳以上の県民
◆モニター期間 平成１９年４月～平成２０年３月
◆申込方法 郵便はがきに氏名、性別、生年月日、
年齢、住所、電話番号、職業、モニターを知っ
たきっかけ、応募理由（１００字程度）を記入
◆申込期限 平成１９年１月１２日�（必着）
◆申し込み・問い合わせ
〒３７１－８５０８
群馬県前橋市岩神町４－１６－２５
関東森林管理局国有林モニター担当
�０２７（２１０）１１５０

音
楽
祭
や
運
動
会
の
鼓
笛
に
は
、

全
児
童
が
参
加
し
ま
す
。

鼓
笛
の
練
習
で
は
、
前
年
度
の

冬
か
ら
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
六

年
生
が
下
学
年
に
演
奏
の
仕
方
を

教
え
て
い
ま
す
。
音
楽
祭
の
練
習

は
朝
の
音
楽
集
会
を
中
心
に
４
月

か
ら
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
学

校
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
学
校
を
支
え
て
く
だ
さ

る
の
が
学
校
後
援
会
、
地
域
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
で
す
。

地
域
の
方
々
に
よ
る
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
農
園
活
動
の
指

導
、
保
護
者
の
方
々
の
協
力
で
行

う
親
子
活
動
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
助
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

学
校
、地
域
、家
庭
が
共
に
協
力

し
て
温
か
な
気
持
ち
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
る
大
貫
小
学
校
で
す
。

稲刈りを体験

劇の練習をする児童たち

９



矢板中継局のチャンネル

年
末
の
交
通
安
全
・
地
域
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施

〜
み
ん
な
で
な
く
そ
う

年
末
の
事
件
事
故
〜

期
間：
１２
月
１１
日
�
〜
３１
日
�

〈
運
動
の
重
点
〉

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
自
身
が
交
通
事
故
の
実

態
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
地
域

ぐ
る
み
で
「
声
か
け
」な
ど
を
行

い「
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
社
会
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
・
暴
走
運
転
の
追
放

重
大
事
故
に
直
結
す
る
飲
酒
運

転
は
、
故
意
の
犯
罪
行
為
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲

酒
運
転
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
・
自
転
車
は
反
射
材
を

使
用
し
、
自
己
の
存
在
を
運
転
者

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
前
照
灯
を
早
め
に
点

灯
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入

犯
罪
の
防
止

住
宅
に
侵
入
す
る
犯
罪
の
中
で

一
番
多
い
の
が�

空
き
巣
�
で
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
は
、
な
に
よ
り
も
「
地
域
・
家

族
全
員
が
防
犯
意
識
を
持
つ
」
こ

と
が
大
切
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で

犯
罪
被
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
青
少
年
非
行
の
防
止
と
暴

力
追
放

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
浄
化
と
少
年
非
行
の
防
止
に
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
社
会
か
ら
暴
力
を
追
放

す
る
た
め
、
暴
力
追
放
三
な
い
運

動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

�
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

�
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

�
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

◆
問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）生
活
課
交
通
防
犯

係
�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
７

西
那
須
野
支
所
生
活
環
境
課
交

通
防
犯
係

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
４

塩
原
支
所
生
活
環
境
課
生
活
係

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
３
９

飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転は
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意のののののののののののののののののののの凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶凶悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪です

～～飲飲んんだだらら乗乗るるなな
乗乗るるなならら飲飲むむなな～～

飲
酒
運
転
は
「
た
っ
た
一
杯
だ
け
な
ら

…
」「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
…
」
な

ど
、
自
分
自
身
の
甘
え
が
招
く
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
犯
罪
で
す
。

そ
の
結
果
、
重
大
な
交
通
事
故
を
引
き

起
こ
し
、
運
転
を
し
て
い
た
本
人
は
当
然

重
い
罰
を
受
け
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
に

は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悲
し
み
を
も
た

ら
し
ま
す
。

ま
た
、飲
酒
運
転
を
承
知
で
飲
酒
を
す

す
め
た
人
や
、飲
酒
運
転
の
助
手
席
な
ど
に

乗
る
同
乗
者
に
も
重
大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
に
か
け
、
飲
酒
の
機
会
が
増

え
る
こ
の
時
期
、
も
う
一
度
、
家
庭
・
職

場
・
地
域
で
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
考
え
、

あ
な
た
自
身
の
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
飲

酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
も
し
、
あ
な
た
が
飲
酒
運
転
で
交

通
事
故
を
起
こ
し
た
ら
…
…

…
…
相
手
が
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…

飲
酒
運
転
は
あ
な
た
や
家
族
の
人
生
を

狂
わ
せ
ま
す

…
自
分
の
命
や
人
生
よ
り
大
切
で
す
か
？

そ
の
お
酒
…

矢板中継局で放送スタート
１２月１日より矢板中継局から、
ＮＨＫ、民間放送の地上デジタル
放送が開始されました。地上デジ
タル放送を受信するためには、Ｕ
ＨＦアンテナやデジタル受信機が
必要となります。デジタル放送の
受信に際し、アンテナの交換が必
要になる場合があります。詳しく
は、お近くの電器店に相談してく
ださい。
地上デジタル放送受信の相談窓口
■ＮＨＫコールセンター（受信相談窓口）
�０５７０（００）３４３４（９：００～２０：００ 年末年始を除く）
ＩＰ電話など、ナビダイヤルが繋がらない人は０４４－８６２－７１３１へ
■総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
�０５７０（０７）０１０１（平日９：００～２１：００、土・日曜、祝日９：００～１８：００）
ＩＰ電話など、ナビダイヤルが繋がらない人は０３－４３３４－１１１１へ

農業委員会選挙人名簿
登録申請にご協力を

市農業委員会では、農業委員選挙人
名簿を調整するため、農家の皆さんに
選挙人名簿登載申請書を送りました。
該当する人は、必要事項を記入して、
来年１月１０日�までに農業委員会へ提
出してください。
◆選挙人の資格

▼平成１９年１月１日現在、那須塩原市
に在住し、平成１９年３月３１日現在で
満２０歳以上（昭和６２年４月１日以前
生まれ）の人

▼農地を１０アール以上耕作する世帯の
同居の親族、またはその配偶者で年
間６０日以上耕作に従事する人
◆問い合わせ
農業委員会 �０２８７（６２）７１８５

とちぎ
テレビ

２９

３３

テレビ
東京

１８

６１

テレビ
朝日

１７

５９

フジ
テレビ

３５

４５

ＴＢＳ

１５

４２

日本
テレビ

１９

３６

ＮＨＫ
教育

３９

３０

ＮＨＫ
総合

４７

４０

デジタル

アナログ

送放ルタジデ上地

ＮＨＫでは、皆さんからの受信に
関する相談にお応えする「地上デ
ジタル放送受信相談会」を開催し
ます。
と き
１２月１８日� １０：００～１７：００
ところ
那須塩原市役所１階市民室
問い合わせ 平日の９：３０～１８：００
ＮＨＫ宇都宮放送局
�０２８（６３４）９１５５

１０１０
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疏
水
パ
ー
ク

ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト

西
那
須
野
商
工
会
青
年
部
で
は
、

今
年
も
疏
水
パ
ー
ク
を
、
冬
の
夜

空
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

幻
想
の
世
界
へ
と
つ
く
り
あ
げ
ま

す
。ま

た
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。
思
い
出

を
刻
む
ひ
と
と
き
を
、
楽
し
く
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

◆
と

き

１２
月
２３
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
は

午
後
５
時
か
ら
。

◆
と
こ
ろ

疏
水
パ
ー
ク

◆
内

容

坂
上
二
郎
さ
ん
が
校
長
を
勤
め

る
、
那
須
お
笑
い
学
校
が
生
ん

だ
年
の
差
コ
ン
ビ
「
時
子
と
の

ぞ
み
」
ほ
か
、
多
数
の
生
徒
に

よ
る
爆
笑
コ
ン
ト
／
ク
ラ
シ
ッ

ク
生
演
奏
や
生
バ
ン
ド
／
お
楽

し
み
抽
選
会
／
模
擬
店
／
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
献
血

◆
そ
の
他

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
来
年

２
月
中
旬
ま
で
点
灯
予
定

※
詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び

折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
商
工
会

�
０
２
８
７（
３６
）０
６
９
７

西
那
須
野
の
花
市

◆
と

き

来
年
１
月
１１
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
９
時

◆
と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
前
桜
通
り

◆
内

容

●

植
木
・
だ
る
ま
・
縁
起
物
な
ど

の
店
が
、
多
数
出
店
し
ま
す
。

●

西
那
須
野
商
工
会
で
は
「
さ
ち

は
な
駐
車
場
」
を
会
場
に
、
豪

華
賞
品
が
当
た
る
「
富
く
じ
」

を
販
売
し
ま
す
。
販
売
開
始
は

午
前
１１
時
か
ら
完
売
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
商
工
会

�
０
２
８
７（
３６
）０
６
９
７

な
か
が
わ
水
遊
園

た
こ
揚
げ
大
会

参
加
者
募
集

た
こ
揚
げ
大
会

◆
と

き

来
年
１
月
７
日
�

午
後
１
時
〜
３
時

◆
と
こ
ろ

な
か
が
わ
水
遊
園
芝
生
広
場

◆
対

象

幼
児
か
ら
小
学
生

◆
参
加
費

無
料

◆
参
加
規
定
／
た
こ
の
規
格

た
こ
は
自
作
の
も
の
（
小
学
校

低
学
年
ま
で
は
親
子
合
作
可
能
）

／
た
こ
の
形
は
自
由
、
大
き
さ

八
十
㎝
以
内
、
道
糸
の
長
さ
百

ｍ
以
内

◆
申
込
期
限

来
年
１
月
７
日
�

午
後
０
時
３０
分

◆
そ
の
他

優
秀
者
に
賞
品
授
与

た
こ
づ
く
り
講
習
会

◆
と

き

１２
月
１０
日
�
・
２６
日
�
・
来
年

１
月
４
日
�
の
午
後
１
時
か
ら
、

１
月
７
日
�
の
午
前
９
時
３０
分

か
ら
の
計
四
回
開
催

◆
と
こ
ろ

な
か
が
わ
水
遊
園
創
作
工
房

◆
体
験
料

五
百
円

◆
申
し
込
み

当
日
受
け
付
け

◆
問
い
合
わ
せ

県
な
か
が
わ
水
遊
園

�
０
２
８
７（
９８
）３
０
５
５

住
宅
性
能
表
示
制
度

普
及
促
進
講
習
会

〜
知
っ
て
得
す
る
住
宅
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
〜

健
康
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
住
ま
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
住
宅
の
品
質
確
保
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
住

宅
性
能
表
示
制
度
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

制
度
の
普
及
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
や
自
然
環
境
に
調
和
し

た
豊
か
な
住
ま
い
づ
く
り
に
役
立

つ
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
と

き
／
と
こ
ろ

【
宇
都
宮
会
場
】
１２
月
１２
日
�

午
後
１
時
受
け
付
け
、
午
後
１

時
３０
分
開
講
／
ニ
ュ
ー
み
く
ら

（
宇
都
宮
市
昭
和
１－

３－

６
）

【
那
須
塩
原
会
場
】
１２
月
１５
日

�
午
後
１
時
受
け
付
け
、
午
後

１
時
３０
分
開
講
／
い
き
い
き
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
内

容

講
演
「（
仮
）省
エ
ネ
住
宅
に
つ

い
て
」
講
師

秋
山
光
庸
氏

（
帝
京
大
学
教
授
）
ほ
か

◆
受
講
料

無
料

◆
申
込
方
法

開
催
日
前
日
ま
で
に
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
受
講
会
場
を
明
記

し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
県
住

宅
課
に
申
し
込
む
（
電
話
で
も

可
）

◆
そ
の
他

�
栃
木
県
建
築
士
会
の
専
門
相

談
員
に
よ
る
住
宅
無
料
相
談
会

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
土
木
部
住
宅
課
企
画
融
資
担

当�
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
４

FAX
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
９

●１０月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�０１８０－９９２００９（黒磯地区）
�０２８７（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）
◎火災…建物３件・林野０件・その他０件

Ｈ１８年の累計３６件
◎救急…交通４５件・急病２０１件・その他７８件

Ｈ１８年の累計３，０１１件
◆問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �０２８７（６２）０８６４
西那須野分署 �０２８７（３６）２３００
塩原分署 �０２８７（３２）２９４９

くく
らら
しし
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機
械
式
生
ご
み
処
理

機
、
生
ご
み
処
理
容

器
の
購
入
に
補
助
金

を
交
付

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
た

め
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
ま
た

は
、
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ

ス
ト
）
を
購
入
す
る
人
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
条
件

�
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

�
生
ご
み
処
理
容
器
を
設
置
で
き

る
敷
地
の
あ
る
人

�
生
ご
み
を
堆
肥
化
ま
た
は
減
量

化
で
き
る
人

�
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

�
過
去
五
年
以
内
に
同
機
器
の
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

人
◆
申
請
方
法

交
付
予
定
基
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
補
助
金
申
請
を
希
望
す

る
人
は
、
商
品
を
購
入
す
る
前

に
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

�
印
か
ん

�
購
入
予
定
商
品
カ
タ
ロ
グ

�
購
入
予
定
商
品
見
積
書

�
納
税
証
明
書

◆
本
年
度
交
付
予
定
基
数
お
よ
び

補
助
対
象
額

�
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

・
十
七
基

・
一
世
帯
に
つ
き
一
基

・
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
で

二
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

�
生
ご
み
処
理
容
器

・
十
一
基

・
一
世
帯
に
つ
き
二
基
以
内

・
購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
で

四
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

・
予
定
交
付
基
数
に
達
し
た
場
合
、

本
年
度
の
受
け
付
け
は
締
め
切

り
ま
す
。

・
補
助
金
の
額
に
、
百
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
に
は
切
り
捨

て
ま
す
。
ま
た
、
購
入
価
格
に

は
消
費
税
の
額
も
含
み
ま
す
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯（
本
庁
）環
境
課
管
理
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
４
２

西
那
須
野
支
所
生
活
環
境
課
環

境
係�

０
２
８
７（
３７
）５
１
０
４

塩
原
支
所
生
活
環
境
課
環
境
係

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
３
９

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成
１８
年
１２
月
３１
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

１２
月
中
旬
か
ら
栃
木
県
知
事
よ
り

任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、
調

査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課
統
計
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
５

東
北
新
幹
線

列
車
の
夜
間
走
行

自
動
列
車
制
御
装
置
の
更
新
に

伴
う
、
地
上
設
備
お
よ
び
車
両
性

能
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
の
た

め
、
下
表
の
日
程
で
夜
間
の
時
間

帯
に
、
一
日
に
一
往
復
の
試
験
列

車
が
走
行
し
ま
す
。

沿
線
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
試
験
列
車
の
走
行
区
間

東
北
新
幹
線

大
宮
〜
新
白
河
間

◆
夜
間
列
車
走
行
速
度

お
お
む
ね
時
速
百
六
十
キ
ロ

※
営
業
時
間
帯
の
列
車
速
度
以
下

で
走
行
し
ま
す
の
で
、
夜
間
走

行
時
の
騒
音
な
ど
は
営
業
時
間

帯
よ
り
低
減
す
る
と
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
大
宮
支
社

設
備
部
企
画
課

�
０
４
８（
６
４
２
）７
４
２
３

道
路
へ
の
雪
出
し
は

や
め
ま
し
ょ
う

師
走
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
寒
さ

が
厳
し
く
な
り
、
降
雪
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

降
雪
時
、
宅
地
や
駐
車
場
の
雪

を
道
路
に
出
す
と
、
交
通
の
障
害

と
な
り
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

自
宅
の
敷
地
内
で
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
除
雪
作
業
の
際
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）道
路
課
維
持
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
６
５

西
那
須
野
支
所
道
路
課
道
路
係

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
１
１

塩
原
支
所
建
設
課
建
設
係

�
０
２
８
７（
３２
）２
０
０
０

時刻
午前１時１０分～２時１０分
午前２時５０分～３時５０分
午前１時３０分～２時１０分
午前３時１０分～４時

午前１時～４時３０分

駅間

宇都宮～
那須塩原

那須塩原
～新白河

小山～
新白河

線別
上り線
下り線
上り線
下り線

上下線

走行月日
１２月７日�・８日�・
１０日	・１１日

１２月２４日	・２５日
、
来年１月１１日�・１２日�

来年１月１４日	・１５日
・
１８日�・１９日�

※当日の列車運行状況や試験の進捗状況で時刻が若干変動する
場合があります。

新幹線の夜間走行日程

固定資産・都市計画税 ３期

国民健康保険税 ６期

～納税は便利な口座振替で～

１２月の納税
１２月２５日が納期限です

くく
らら
しし
のの
情情
報報
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寄 稿
 

IN
那
須
塩
原
 

自
 然
 

自
 然
 

2323

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
３０
歳

未
満
の
人
は
「
若
年

者
納
付
猶
予
」
の
申

請
手
続
き
を

三
十
歳
未
満
で
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
は
、
市
の
国
民
年

金
係
の
窓
口
に
申
請
し
、
社
会
保

険
事
務
所
で
前
年
の
所
得
な
ど
を

審
査
し
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の

期
間
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
納
付
猶
予
の
対
象
と
な
る
人

「
申
請
者
本
人
」、「
申
請
者
の

配
偶
者
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
前
年

所
得
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
基
準

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

※
そ
の
他
、
失
業
な
ど
に
よ
り
承

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
猶
予
の
承
認
期
間

７
月
（
ま
た
は
二
十
歳
誕
生
月
）

か
ら
翌
年
６
月
ま
で

※
途
中
で
三
十
歳
に
な
る
人
は
、

三
十
歳
誕
生
日
の
前
月
ま
で
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
物

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の（
納
付
書
な

ど
）

・
印
か
ん

・
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

（
コ
ピ
ー
可
）、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
（
コ
ピ
ー
可
）な

ど
◆
継
続
申
請
も
で
き
ま
す

翌
年
度
以
降
も
申
請
を
行
う
よ

う
、あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
こ
と

に
よ
り
、翌
年
度
以
降
の
申
請

書
の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）保
健
課
国
民
年
金

係
�
０
２
８
７（
６２
）７
１
３
０

西
那
須
野
支
所
保
健
課
国
民
年

金
係�

０
２
８
７（
３７
）５
１
０
３

塩
原
支
所
市
民
保
健
課
国
保
年

金
係�

０
２
８
７（
３２
）２
９
８
８

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ

シ
シ
の
狩
猟
規
制
を

緩
和
し
ま
す

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
な
ど
の
被
害
防
止
の
た

め
、
狩
猟
規
制
が
一
部
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ

◆
狩
猟
期
限
の
延
長

従
来
の
２
月
１５
日
が
、
今
年
度

は
、
来
年
２
月
２８
日
�
に
期
限

が
半
月
延
長
さ
れ
ま
す

※
北
高
原
山
区
域
（
塩
原
地
区
）

は
、
１１
月
１５
日
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
捕
獲
数
の
緩
和

従
来
、
捕
獲
す
る
頭
数
の
制
限

が「
一
人
一
日
当
た
り
雄
一
頭
・

雌
一
頭
、
ま
た
は
、
雌
二
頭
」

（
黒
磯
地
区
・
西
那
須
野
地
区

は
雄
の
み
）
か
ら
、「
雄
一
頭
・

雌
無
制
限
」
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
イ
ノ
シ
シ

◆
北
高
原
山
区
域
（
塩
原
地
区
）

捕
獲
禁
止
が
解
除
さ
れ
、
捕
獲

日
が
来
年
２
月
２８
日
�
ま
で
と

な
り
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ

県
自
然
環
境
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
１

イ
モ
リ
、
引
っ
越
し
大
作
戦
！

「
イ
モ
リ
」
皆
さ
ん
、
ご
存
じ

で
す
よ
ネ
。
お
な
か
が
赤
く
て

「
か
ま
れ
る
と
、
カ
ミ
ナ
リ
が
な

る
ま
で
、
は
な
し
て
く
れ
な
い
」

な
ん
て
い
わ
れ
て
い
る
（
実
際
に

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

カ
ワ
イ
イ
や
つ
で
す
。
彼
ら
は
、

市
内
で
は
ま
だ
ま
だ
出
会
え
る
機

会
は
多
い
の
で
す
が
、
県
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
で
は
、
絶
滅
の
危
険
が
増

大
し
て
い
る
種
に
、
選
ば
れ
て
い

る
生
き
物
で
す
。

そ
ん
な
イ
モ
リ
た
ち
に
大
事
件

が
！そ

れ
は
、
１０
月
下
旬
の
、
塩
原

に
あ
る
ヨ
シ
沼
で
の
こ
と
。
木
道

の
補
修
工
事
場
所
が
、
彼
ら
の
越

冬
場
所
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
、
一
時
引
っ
越
し

の
た
め
の
保
護
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
大
田
原
林
務
事
務
所
と

塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
助
け
を
借
り
て
、
一
時
間

半
で
、
百
四
十
匹
の
イ
モ
リ
た
ち

を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
四
日
後
に
は
、
工
事
が

終
わ
っ
た
元
の
場
所
へ
、
無
事
に

帰
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１２
月
の
今
ご
ろ
は
、
彼
ら
は
、

春
が
来
る
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
と
眠

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
「
ヨ
ッ
、
お
は
よ
う
！
」
と
、

彼
ら
が
起
き
て
く
る
春
を
楽
し
み

に
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
！

（
あ
き
お
）

おなか真っ赤ですこれで７０匹のイモリちゃん！
×２ケース

所得（収入）

１６２万円（２５７万円）

９２万円（１５７万円）

５７万円（１２２万円）

扶養人数

３人扶養（夫婦・子２人）

１人扶養（夫婦のみ）

扶養なし

納付猶予の対象となる所得（収入）の目安
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今年一年の豊作に感謝
１１月５日（日）、二区公民館で、水土里ネット那須野

ヶ原（那須野ヶ原土地改良区連合）が推進本部となって

活動する、ほたるの里百聞の会による田んぼの学校の

「収穫祭」が行われました。

この日は地区内の子どもたち約２０人が参加。先般、

自分たちで稲刈りを行い、はぜ掛けして乾燥させてお

いた稲穂の脱穀を、昔使っていた足踏み脱穀機で体験

しました。

作業終了後の“こじはん”では、収穫されたもち米

を使ったもちつきのほか、焼肉なども行われ、みんな

で収穫の喜びを味わいました。

モーモークラブの出張授業
～拓陽高校生徒が酪農の授業を行いました～

１０月３１日（火）、稲村小学校で、那須拓陽高校モーモ

ークラブ（部員６人）の皆さんが、酪農や牛乳のことに

ついて出張授業を行いました。

今回授業を受けたのは、社会科授業のなかで酪農の

ことを調べているグループ２１人の３年生児童で、牛の

ワークシートを使い、牛乳の生産地やホルスタイン種

のことなどを楽しく勉強しました。

秋深まる塩原を満喫
秋深まる塩原温泉で、訪れた人たちに楽しんでもらおうと、各地で様々なイベントが行われました。

１１月３日（金）から数日間、塩原もの語り館などで、地元特産の大根を使った大根鍋が無料で配られました。ま

た、５日（日）には、アグリパル塩原で「新そばまつり」が開催され、訪れた人たちはそば打ち体験などを楽しん
たま え ね かい

でいました。１２日（日）には関谷資料館で塩原文化協会の玉絵音会による箏曲の演奏会が開かれました。会長の五

味渕さんは「塩原を訪れた皆さんの思い出の一つにでもなれば」と話してくれました。

優雅な音色が響きますそば打ちに挑戦！

つ
く
前
の
、
蒸
し
た
て
の
も
ち
米
を
味
見
！

子
ど
も
た
ち
は
「
お
い
し
〜
」
と
満
足
そ

う
で
し
た

おいしい大根鍋ができました
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瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

秋の叙勲 褒章 永年の貢献に栄誉
秋の叙勲および褒章が発表され、本市から小宮さんが叙勲を、近藤さん・和田さんが危険業務従事者叙勲

を受章されました。おめでとうございます。

裁
判
所
事
務

昭
和
３６
年
に
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
に

奉
職
し
、
以
後
京
都
、
東
京
な
ど
で
家

裁
調
査
官
、
最
高
裁
調
査
官
研
修
所
教

務
課
長
、
仙
台
家
裁
次
席
調
査
官
、
新

潟
家
裁
首
席
調
査
官
、
東
京
家
裁
次
席

調
査
官
を
経
て
、
平
成
８
年
、
横
浜
家

裁
首
席
調
査
官
で
退
職
。

三
十
五
年
の
職
務
（
青
少
年
の
更
生
、

家
族
関
係
の
調
査
、
司
法
行
政
）
を
終

え
、
現
在
は
那
須
塩
原
市
固
定
資
産
評

価
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
受
章
は
、
私
個
人
の
成
果
で
な
く
、

ご
指
導
や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

長
期
の
単
身
赴
任
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
職
務
の
上
で
出
会
っ
た
当

事
者
の
人
々
か
ら
も
多
く
の
も
の
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
何
か
地
域
の
た
め
に
出
来

る
こ
と
が
あ
れ
ば
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

矯
正
業
務

昭
和
３４
年
に
新
潟
刑
務
所
拝
命
後
、

千
葉
刑
務
所
、
函
館
少
年
刑
務
所
お
よ

び
東
京
拘
置
所
な
ど
に
勤
務
し
、
平
成

７
年
３
月
、
黒
羽
刑
務
所
を
最
後
に
退

官
。在

職
三
十
七
年
余
、
刑
務
官
と
し
て
、

主
に
受
刑
者
の
処
遇
・
教
育
分
野
で
、

失
わ
れ
た
良
心
を
再
構
築
し
、
人
間
性

の
回
復
を
図
る
こ
と
を
理
念
に
勤
め
て

き
た
と
い
う
近
藤
さ
ん
。

「
こ
の
度
の
受
章
は
、
多
く
の
諸
先

輩
方
々
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
た
ま
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ

て
も
こ
れ
ま
で
勤
務
し
て
き
た
施
設
の

同
僚
並
び
に
机
を
並
べ
て
苦
労
を
共
に

し
た
部
下
職
員
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
去
る
１１
月

１４
日
、
法
務
大
臣
に
よ
る
勲
章
伝
達
式

に
、
妻
を
伴
い
参
列
で
き
た
こ
と
は
、

妻
の
長
年
の
内
助
の
功
に
い
さ
さ
か
報

い
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
満
足
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

警

察

昭
和
２４
年
警
視
庁
へ
入
庁
、
築
地
警

察
署
、
警
備
部
、
自
動
車
警
ら
隊
、
中

央
警
察
署
、
麻
布
警
察
署
、
上
野
警
察

署
な
ど
に
勤
務
。
戦
後
の
激
動
期
か
ら

三
十
六
年
間
に
わ
た
り
、
警
備
防
犯
を

通
じ
、
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
な
ど
各

国
の
要
人
や
皇
室
関
係
の
警
衛
警
護
に

従
事
、
首
都
の
治
安
維
持
に
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
警
察
功
績
賞
を
授

与
、
昭
和
６０
年
に
退
官
。

現
在
は
生
地
に
戻
り
、
平
成
９
年
か

ら
は
西
那
須
野
町
青
少
年
問
題
協
議
会

地
区
推
進
員
を
務
め
、
現
在
も
那
須
塩

原
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
少
年
指
導
員
と

し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
受
章
は
諸
先
輩
方
々
の
ご
指

導
と
同
僚
の
協
力
の
た
ま
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
長
期
の
単
身
赴
任

を
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
と
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

和田 惣一郎 氏
二つ室 ７７歳

小宮 英一 氏
東三島 ７１歳

近藤 彦好 氏
一区町 ７２歳
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放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
大
学
の

授
業
科
目
を
一
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
放
送

大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
入
学
科
お
よ
び
入
学
料

�
全
科
履
修
生（
四
年
以
上
在
学
し
、

「
学
士（
教
養
）」
の
学
位
習
得
を
目

指
す
学
生
）／
二
万
二
千
円

�
選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）／

八
千
円

�
科
目
履
修
生（
六
カ
月
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）／

六
千
円

◆
授
業
料（
教
材
費
を
含
む
）

一
科
目（
二
単
位
）…
一
万
一
千
円

◆
申
込
期
限

平
成
１９
年
２
月
２８
日
�

◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
１－

０
９
４
３

宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０（
宇
都
宮
大

学
内
）�

０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

FAX
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
０

http
://w
w
w
.n-air.ac.jp

/

●田舎ランド鴫内１月の体験活動・教室参加者募集
施設の貸し出しも行っています。子ども会育成会や総合学習、自主グループなどの活動の
場としても利用できます。ぜひ利用してください。（市営バス「湯宮線」田舎ランド前下車）
※１２月２９日�から１月３日�までは休館になります。

※各教室で使用する材料費は自己負担となります。
◆申し込み・問い合わせ
田舎ランド鴫内 �０２８７（６８）７００６ または黒磯支局教育課 �０２８７（６２）７１９５

図書館だより カンジキウオッチング参加者募集

ウサギ・シカ・リス・テン・イタチなど、
いろいろな動物の足跡や植物の冬芽を観察し
ましょう。
◆とき・申込開始日

●黒磯図書館 �0287（63）9031 ……

新
し
い
風

生
涯
学
習

◆内 容 カンジキ、スノーシューを履いて、
雪の大沼・ヨシ沼などを散策します

◆定 員 各回２５人
※定員になりしだい締め切り。

◆参加費 ８００円
◆申込期限 それぞれ開始日の前日まで
◆その他 天候などの都合により、スケジュ

ールやコースが変更・中止になる
場合があります

◆申し込み・問い合わせ
塩原温泉ビジターセンター
�／FAX ０２８７（３２）３０５０
電子メール info@shiobara-vc.jp
http : //www.shiobara-vc.jp

●西那須野図書館 �0287（36）6001 …
【毎週日曜に「かみしばい会」を開催】
毎週日曜の午後２時から「おはなし室」で
開催しています。参加費は無料。だれでも参
加できます。申し込みの必要はありません。
※１２月３１日�は休みです。

内 容
地元産の粉を使ったうどんづくりと、食の体験
だんご作り、どんど焼き
どんなピザができるかな
どうぶつパンを焼こう
手打ちそばをつくろう

と き

午前
９時３０分から

１３日�
１４日�
２０日�
２１日�
２７日�

事 業 名
手打ちうどん教室
高齢者交流教室
ピザつくり教室
パンつくり教室
手打ちそば教室

と き／内 容

１２月９日・１６日の土曜
午後２時から
絵本や紙芝居を使った楽しい
お話

１２月７日・２１日の木曜
午前１１時から
赤ちゃんと保護者対象のわら
べ歌と読み聞かせ

毎週日曜 午前１０時から
※平成１８年度の映画会は、午
前の部（児童向け）のみとな
ります。
※映画会では毎回違った作品
を上映しています。
※１２月３１日�は休みです。

行 事 名

お話し会

お話しと
わらべうたの会

映画会

申込開始日

受け付け中

１２月６日�から

１２月２０日�から

と き
１月２８日�
午前９時～正午
２月４日�
午前９時～正午
２月１８日�
午前９時～正午

回
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平成１９年度利用分の体育施設利用調整会議のお知らせ
平成１９年度に、市内の体育施設を各種大会や練習などで定期利用を希望する団体は、利用調整会議を実
施しますので必ず出席してください。
なお、施設の予約に関する詳しい条件などについては、各地区の問い合わせ先に確認してください。

※代表者が欠席する場合は、代理の人の出席をお願いします。（会場の都合上、各団体出席者は１人とします）
※定期利用については、土・日曜、祝日の昼間は予約の対象外となります。（一部予約可能な施設もあります）
※定期利用で夜間予約できる回数は、全施設合わせて週２～３回となります。（施設により異なります）
※平成１９年４月分の予約開始は来年１月２２日�からとなりますので、注意してください。

【黒磯地区】ところ：厚崎公民館 大研修室

◆問い合わせ くろいそ運動場 �０２８７（６０）１１１３

【西那須野地区】ところ：にしなすの運動公園 研修室

◆問い合わせ 市施設振興公社西那須野事業所 �０２８７（３６）４７８５

【塩原地区】ところ：塩原B＆G海洋センター ミーティングルーム

◆問い合わせ 塩原B＆G海洋センター �０２８７（３２）５２５５

●スポーツ大会・教室・講習会 （�0287）
申し込み・問い合わせ

当日会場で受け付け
詳しくは、黒磯支局教
育課スポーツ振興係
�（６２）７１９４へ

１２／１３�～２６�に市施
設振興公社西那須野事
業所（にしなすの運動
公園）
�（３６）４７８５へ

参加資格・参加費・その他
●参加資格 市民および市内勤務者
●内 容 ２km、５km
●定 員 ２００人
●参 加 費 無料
●主 催 那須塩原市陸上競技協会
●参加資格 市内の小学４～６年生
●定 員 ３０人

※申し込みが１０人以下の場合は
実施しません。

●参 加 費 無料
※保険料が別途必要です。

●主 催 那須塩原市体育協会陸上競技部

ところ

那須塩原駅
西口玉屋新
聞店脇

にしなすの
運動公園グ
ラウンド

と き

１／１�
午前９時：受け付け
午前１０時：スタート

１／２０～３／１０の毎週
土曜（全８回）
午後２時～３時３０分

名 称

那須塩原市民
元旦マラソン
大会

ジュニア
マラソン
教室

備 考

本球場とテニスコートは４～１１月
までの予約を受け付けます
※１２～３月は降雪などのため、当
日の受け付けになります。

サッカー場は５～１１月の木～日曜
が利用可能です

対象施設

くろいそ運動場
（本球場、テニスコート、体育館、武道館）

那珂川河畔運動公園（グラウンド）

東那須産業団地テニスコート（テニスコート）

と き

１月１０日�
午後７時から

備 考対象施設

にしなすの運動公園（グラウンド）

三島体育センター（グラウンド）

にしなすの運動公園（体育館）

三島体育センター（体育館・武道館）

三島体育センター（テニスコート）

と き

１月１１日�
午後７時から

１月１２日�
午後７時から

１月１５日�
午後７時から

備 考

１２／１～３／３１は休業です

対象施設

塩原運動公園（運動広場、野球場、テニスコート）

関谷南公園（野球場、げんき広場）

塩原B＆G海洋センター（アリーナ、トレーニングルーム、
ミーティングルーム）

と き

１月１６日�
午後７時から
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那須野が原博物館 �０２８７（３６）０９４９
ホームページアドレス http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

■企画展「標本は語るー那須野のチョウー」
「くらしの民具・衣」開催中！来年２月４日�まで

「標本は語る‐那須野のチョウ‐」
那須野が原を中心に本

州各地で収集された渡辺
剛・チョウ類コレクショ
ンを紹介します。

３０数年間に渡って継続
的に収集されたコレクシ
ョンは、色彩的な美しさ
以上に、自然環境の移り
変わりを語る重要な学術標本として非常に価値の高い
ものです。
今回の展示では、渡辺剛・チョウ類コレクションの
中から、栃木県内を始め本州中・東部に生息している
種類、約３２００点を紹介します。この機会にぜひご覧く
ださい。

「くらしの民具・衣」
過去のくらしを映し

出す鏡となる民俗資料
の中から、衣にまつわ
る民具を紹介します。
晴れ着や農作業着で

ある「ヤマッキ」をは
じめとした服装類や、
衣に関係する炭火アイ
ロン・張り板・ミシン
などのさまざまな民具

を展示します。ぜひご覧ください。

◆展示解説 １２月１７日� 午後２時から
※観覧料が必要です。

■石ぐら会「那須野が原入門講座」参加者募集！
石ぐら会は毎年地域に開かれた活動として、会員に

よる那須野が原入門講座を開催しています。今年は那
須東原の開拓を中心に実施します。

この機会にぜひ地域の歴史にふれてみませんか。
◆とき／テーマ
①平成１９年１月１８日�／江戸時代の用水
②平成１９年１月２５日�／殖産興業と那須東原の開拓
③平成１９年２月１日�／青木農場と戸田農場
④平成１９年２月８日�／那須東原開墾社（埼玉開墾）
⑤平成１９年２月１５日�／那須野が原の入植当時の生活
◆時 間 各回午前９時３０分～１１時３０分
◆ところ 博物館研修室
◆定 員 ７０人
◆参加費 無料
◆申し込み 博物館へ

■クリスマスコンサート開催
栃木県交響楽団のメンバーがクリスマス曲などのク

ラシック演奏を行います。
◆と き １２月１６日� 午後７時～８時３０分
◆ところ 博物館エントランスホール
◆演奏者 マロニエ・カルテット、中里みどり
◆参加費 無料
◆その他 事前申し込みの必要はありません
◆問い合わせ 博物館へ

■門松づくり教室参加者募集
お正月用「ミニ門松」の創作教室を開催します。大

人から子どもまで誰でも参加できます。手作り作品で
年末年始を楽しく過ごしてみませんか。
◆とき／テーマ／材料費

１２月２４日�／ミニ門松づくり／１，０００円
◆時 間 午後１時３０分～３時３０分
◆ところ 博物館研修室
◆対 象 市民（小学生以下は保護者同伴）
◆定 員 ２０組
◆申し込み 博物館へ

■高久靄 作品調査会－靄 ・隆古を中心に－
高久靄 などの作品調査会を開催します。
作品を所有し、調査会に参加を希望する人は下記に

より申し込んでください。
◆と き 平成１９年２月３日�

午前１０時～正午（午前９時から受け付け）
◆ところ 博物館研修室
◆調査対象 靄 ・隆古を中心とした江戸時代の作品
◆申し込み・問い合わせ 平成１９年１月２１日�まで那
須野が原博物館または日新の館〔�０２８７（６４）１３４３〕へ

黒磯文化会館 �０２８７（６３）３２１９
ホームページアドレス http://www.kurobun.com/

■劇団飛行船マスクプレイミュージカル「おじゃる丸」
平成１９年２月２４日�
午前１１時３０分開演
大ホール
全席指定 Ｓ席２，５００円

Ａ席２，０００円
Ｂ席１，５００円

※３歳以上有料。
大人も子どもも同一料金。

【チケット発売開始日】
・一般予約 １２月９日�
・インターネット予約 １２月１３日�
どちらも午前１０時から開始
※託児あります（子ども一人３００円）。公演２週間

前までに申し込んでください。

�犬丸りん・NHK・NEP
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那須野が原ハーモニーホール �０２８７（２４）０８８０
ホームページアドレス http : //www.nasu-hh.com/

ハーモニーホールのイルミネーション・クリスマス友の会優先電話予約 １２月７日�から
一般チケット発売 １２月９日�から
一般電話予約 １２月１１日�から

●ローマ弦楽合奏団 クリスマスinイタリア
※出演予定となっていたソプラノ：マリア・キアラ・
キッツォーニは急病につき、ソプラノ：サラ・フィ
オレンティーが出演します。

１２月１５日�／午後６時３０分開演／大ホール
全席指定 大人 ４，０００円

子ども（小・中学生）・学生 ２，０００円
曲目 ヴィヴァルディ 「四季」全曲、モーツァルト

アイネ・クライネ・ナハトムジークより第１楽
章、J．S．バッハ Ｇ線上のアリア、主よ人の望
みよ喜びよ ほか

●イルミネーション＆クリスマスコンサート
１２月２０日�・２１日�／両日午後６時３０分開演／
第１ギャラリー特設会場／入場無料（入場整理券が必要
です）

【プログラム】
・２０日／「心温まるジャズナンバーを今宵あなたに」

出演 テナーサックス：山本安則、ピアノ：野中利
香

曲目 星に願いを、スターダスト、黒いオルフェ、
ほか

・２１日／「煌く琴・聖夜のおもちゃ箱」
出演 琴：待井玉絵琴・筝曲萩の会、フルート：山

本桂、ピアノ：高田文代、サックス：山本安
則

曲目 クリスマスメドレー、ザ・ピーナッツメドレ
ー ほか

●モーツァルト生誕２５０年記念イヤーファイナル
「熱狂！モーツァルト・フェスティバル」
♪モーツァルトの素晴らしさを体験してください。

１２月２３日�／午後３時開演／大ホール
入場無料（入場整理券が必要です）
出演 ヴォーカルアンサンブルAya Concerto、なで

しこ、モーツァルト合奏団
第１部 弦楽とオペラ
アイネ・クライネ・ナハトムジーク、夜の女王のア
リア、恋とはどんなものかしら

第２部 宗教曲
ミサ ブレヴィス、アヴェ ヴェルム コルプス
ほか

※未就学児の入場はできません。

●劇団らくりん座公演「島ひきおに」

♪人間と友達になりたいがために、自分の家であ

る島を引っ張って歩く鬼。どこへ行っても受け入れ

てもらえず、追い返される鬼。「生きるうえでの大

切ななにか」を教えてくれる劇団らくりん座の公演

です。

平成１９年３月１６日�／午後６時３０分開演／小ホール
全席自由 大人 ２，０００円

子ども（３歳以上）・学生 １，０００円
※３歳未満の入場はできません。

公演風景

友の会優先電話予約 １２月２１日�から
一般チケット発売 １２月２３日�から
一般電話予約 １２月２５日�から

●HIROSHI PIANO LIVE ２００７

♪多数のテレビ番組

で人気のピアニスター

HIROSHIのライブで

す。『都はるみの主題

によるショパン、ん？』

『アイネクライネ・ス

ーダラ・ムジーク』な

ど奇想天外なピアノサ

ウンドをお楽しみくだ

さい。

平成１９年３月２０日�／午後６時３０分開演／大ホール
全席指定 大人Ｓ席 ２，４００円 Ａ席１，８００円

学生（小学生以上）各大人料金の半額

●第２回ハーモニーホール展
～那須野が原在住作家による～

♪那須地区で創作活動をしている作家の作品を一堂

に集めた展覧会。ぜひ期待してください。

平成１９年１月１３日�～２１日�／第１・２ギャラリー
入場無料／午前９時～午後５時まで（最終日は午後４時）
出品者 日本画・洋画・書・彫刻・工芸 計５４人 なでしこ

ピアニスター HIROSHI
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七ツ岩吊橋 

塩原支所 
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塩原温泉ビジターセンター 

天皇の間記念公園 

至関谷 

案内図

山ゆりの吊橋
山ゆりの吊橋は、温泉街の活性化を目的としたまちづ

くりの重点施策として、平成１６年１０月に完成した吊橋で、

塩原では１４番目の吊橋になります。

橋の架かっている畑下地区は、古くから皇室と深い繋

がりがあったことから、明治３（１８７０）年当時、皇居内に

日本で最初に整備された「山里の吊橋」をモチーフに

「歴史と文化」の趣をもった吊橋をイメージしてこの吊

橋は整備されました。

吊橋の名称については、この地にゆかりの深い尾崎紅

葉の「金色夜叉」の一節から引用して「山ゆりの吊橋」

と命名されました。

【橋の概要】

・形式：直吊りハンガーおよび斜ケーブルによる補剛

吊橋

・橋長５４ｍ、橋幅１．５ｍ、主塔高９ｍ

■所在地 塩原字畑下

このコーナーでは３歳未満のお子さんの写真を募集

しています。住所・氏名（ふりがな）・性別・生年月日

と連絡先（電話番号）に短いコメント（２０字以内）を添え

て、秘書課広報広聴係へ。 �０２８７（６２）７１０９

広報なすしおばら Ｎｏ．４７（平成１８年１２月５日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �０２８７（６２）７１０９ 〒３２５‐８５０１ 那須塩原市共墾社１０８‐２
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